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高知女子大学看護学会長
野 嶋 佐由美
高知県立大学は､ 高知県立女子医学専門学校設置から70周年を迎え､ 大学全体が高知県立大学創起70周年
の記念事業を計画しています｡ 先輩方が残してくださった ｢高知女子大学三十年史｣ ｢看護学科三十年史｣
｢高知女子大学五十年史｣ などを通して､ 看護学科の歴史を知ることができます｡ 戦争､ 昭和南海地震､
そして敗戦のなか､ いくつもの難題に直面しつつ､ 英知と勇気で乗り越え､ 今日の基盤を形成してこられま
した｡ その後も､ 廃学問題や組織内部における看護学科への理不尽な処遇に対して毅然と闘いつつ､ 常に看
護現場を重視し､ 看護の本質､ 看護理念について探究し続けています｡ そして､ 看護学の構築に寄与する人
材を育成することを教育理念として掲げ､ 看護者としてのIdentityを育む教育を実施し続けています｡ また､
社会変化や要請を先取りして､ 自己変革をしつつ現在に至っており､ 看護学科の伝統は地道に変革している
ところに真髄があるとも言えます｡ 看護学科のこの文化は､ 一学年の学生数が20人から40人にそして80人に
なっても､ 先輩から後輩へと脈々と伝承されております｡ さて､ 学会のテーマは昨年に引き続き ｢看護を可
視化する方略｣ です｡ 日本でもっとも古く伝統のある看護学科そして高知女子大学看護学会の歴史そのもの
が ｢看護を可視化する｣ 歴史であるとも言えます｡ 学会員の皆様方はそれぞれの立場で､ 看護を実施し看護
を語り､ 看護学の歴史を踏まえての看護の可視化を推進していると思います｡
また､ 平成27年には､ 高知県立大学は大学基準協会から機関別認証評価を受けました｡ その時の質問のひ
とつは､ 学則第一条 ｢本学は平和と文化の発展および福祉の増進に貢献しうる人材を育成し､ 併せて地域社
会の向上に寄与する｣ で､ 高知県立大学の理念に平和を掲げている経緯と教育への反映についての質問でし
た｡ 本学としては､ 戦争と災害のなかで設置にたどり着いたことを考えると ｢平和｣ を大学の理念とするこ
とは必然であり､ この平和を重視する教育を実施するように努めております｡ 日本社会においても ｢平和｣
の意味と価値について様々な視点から論じられています｡ 日野原重明先生は ｢十代のきみたちへ：－ぜひ読
んでほしい憲法の本｣ で次世代に平和と憲法について問いかけられています｡ また､ 本年､ 放映された ｢九
大生体解剖事件｣､ ｢戦争を継ぐ－山田洋次84歳の挑戦｣ など､ 多くの知識人が ｢戦後の平和が脅かされてい
る｣ と警鐘を鳴らしております｡ 平和に貢献する人材を養成することを理念としている大学の看護学部とし
ては､ このような現代社会の中で､ 平和について発信していくこともひとつの役割と言えます｡ また､ 本学
会としても､ 看護のSpecialtyを基盤として､ ひとりひとりが平和に健康に生きることを支援する看護の実
現に努める必要があると思っています｡
本学会は､ 高知県立大学看護学部及び高知県立大学同窓会からのご支援を得て､ 学会の開催そして学会誌
の発行が可能となっております｡ 第40巻は総説６論文､ 原著論文18論文､ 研究報告５論文､ 掲載しています｡
皆様方の日頃の教育研究活動､ 実践活動が学会誌を通して社会に発信され､ 看護の可視化に貢献できること
をうれしく思っております｡
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